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「
中
学
校
国
語
学
習
指
導
書
三
上
」

訂
正
の
お
願
い

平
成
十
四
年
度
版
中
学
校
国
語
学
習
指
導
書

三
上
の
５５
ペ
ー
ジ
「
漢
字
に
親
し
も
う
『
Ａ
群

と
Ｂ
群
か
ら
一
つ
ず
つ
漢
字
を
選
ん
で
、
八
つ

の
熟
語
を
作
ろ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
、
音
・
訓
の
ど
の
よ
う
な
組
み
合
わ
せ
だ

ろ
う
か
。』（
教
科
書
三
年
　
２９
ペ
ー
ジ
）」
の
解
答
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

「
朱
肉
…
…
し
ゅ
に
く
　
音
・
訓
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、「
朱
肉
…

…
し
ゅ
に
く
　
音
・
音
」
が
正
解
に
な
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

た
い
へ
ん
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
生
徒
に
ご
指
導
さ
れ
る
際
に
ご
留
意

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
予
告

●
特
集
テ
ー
マ

「
読
書
の
広
が
り
」

・
図
書
館
司
書
を
交
え
た
座
談
会
や
中
学
生
自
身
の
お
す
す
め
の
本
の

コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
お
楽
し
み
に
。

豊
橋
市
で
は
、
主
知
的
抒
情
に
独
自
の
詩
境

を
確
立
し
、
日
本
の
現
代
詩
に
多
大
な
業
績
を

残
し
た
本
市
ゆ
か
り
の
詩
人
丸
山
薫
を
顕
彰
す

る
た
め
、
平
成
六
年
に
丸
山
薫
賞
を
制
定
い
た

し
ま
し
た
。
没
後
二
十
年
を
期
し
て
創
設
し
ま

し
た
当
賞
も
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
今
年
で

十
回
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

丸
山
薫
賞
に
よ
り
、
こ
の
地
が
薫
り
高
い
文
化
発
信
地
に
と
念
願
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
詩
壇
へ
の
貢
献
の
一
助
に
な
れ
ば
と
願
い
、
こ
こ
に

全
国
詩
人
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各
位
に
、
第
十
回
丸
山
薫
賞

を
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

対
象
詩
集

平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に

刊
行
さ
れ
た
現
代
詩
集
。
た
だ
し
、
翻
訳
、
復
刻
、
再
版
、
遺
稿

集
及
び
全
詩
集
、
選
集
、
外
国
語
に
よ
る
詩
集
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

応
募
詩
集
一
冊
と
詩
集
名
、
住
所
、
氏
名
（
筆
名
の
場
合
は
本
名

も
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
別
記
し
、
左
記
に
送
付
。
詩
集

名
、
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
を
付
す
こ
と
。

な
お
、
応
募
詩
集
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

応
募
先
　

〒
四
四
〇-

八
五
〇
一
　
豊
橋
市
今
橋
町
一
番
地
　
豊
橋
市
役
所

文
化
市
民
部
文
化
課
内
　
丸
山
薫
賞
運
営
委
員
会
事
務
局

締
切
日
　

平
成
十
五
年
七
月
三
十
一
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

発
　
表
　

平
成
十
五
年
九
月
（
予
定
）
直
接
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

賞
　
　
　

正
賞
及
び
副
賞
百
万
円

受
賞
詩
集

一
点

贈
呈
式
　

平
成
十
五
年
十
月
、
豊
橋
市
内
で
行
う
。

選
考
委
員

伊
藤
桂
一
　
杉
山
平
一
　
新
川
和
江
　
菊
田
守
　
冨
長
覚
梁

※
今
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
「
安
居
總
子
の
国
語
教
室
」
は
、

長
年
、
国
語
教
師
を
し
て
こ
ら
れ
た
安
居
先
生
に
、
今
一
度
考
え

た
い
、
指
導
の
基
礎
・
基
本
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

丸
山
薫
賞
の

ご
案
内
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